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高信頼データベース
HiRDBとは？

HiRDBは、1970年代に始まるメインフレームのデー

タベース技術を継承したデータベース製品です。特に

高度な信頼性を必要とするミッションクリティカルな分野

で高い評価を得ています。

◎メインフレーム時代のデータベース

ビジネスの分野で広くデータベースが使われ始めた

のは、銀行など金融機関向けのオンラインシステムでし

た。通常、このようなシステムはメインフレーム上に構

築され、規模も非常に大きなものでした。金融機関向

けのシステムは、ほんの短時間のオンライン業務停止

で多大な損害が発生してしまうミッションクリティカルな

情報システムです。そのため、ハードウェアとして信頼

性の高いメインフレームだけではなく、ソフトウェアとし

ても高い信頼性と高度なスケーラビリティを兼ね備え

たデータベースシステムが必要不可欠とされました。

リレーショナルデータベースの黎明期、日立では、こ

うした要件を満たすメインフレーム用データベースとし

て、ADMやXDMなどを開発。以来、今日まで一貫し

て、ミッションクリティカルシステムを支えるDB製品の開

発に取り組んできました（図0-1）。その中で培われてき

たのが、信頼性やスケーラビリティを実現するための

高度な技術力、そして「決して、お客様のビジネスを止

めない」という開発マインドです。

◎HiRDB誕生

1980年代に入ると、ワークステーション（WS）やPC

が高性能化し、これに伴ってダウンサイジングという流

れが主流となってきました。業務システムにオープンプ

ラットフォームのクライアント/サーバシステム

が取り入れられるようになったのも、この頃

からです。ミッションクリティカルな分野も例外

ではなく、WSやPCサーバを使ってスケーラ

ビリティを追求した並列DBMSの要望が高ま

りました。

こうしたニーズを受けて、日立では、オー

プンシステムにおいてもメインフレームと同等

の信頼性・スケーラビリティを実現するリレー

ショナルデータベースの開発に着手。そして

1994年、ミッションクリティカル分野向けのオー

プンプラットフォームデータベースとして登場
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Introduction

情報システムが社会に浸透し、誰もが、いつでも、どこからでも

ネットワークにアクセスできるユビキタス社会が実現しつつあります。

いまや情報は、電気・ガス・水道などと同様のライフライン（命綱）と言えるでしょう。

その命綱たる情報を扱うデータベースには、高い信頼性が求められています。

HiRDBは、メインフレームで培われた高度な技術をベースに

スケーラビリティを備えたシステムを構築し、ライフラインを支えます。

What's HiRDB?
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図0-1 ● HiRDBの歩み
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したのが、HiRDBです。

HiRDBは、長年にわたり基幹系メインフレームで培

ったさまざまな高信頼化技術を継承しました。また、

高度なスケーラビリティを確保するためにシェアドナッ

シング方式を採用し、最初のバージョンからパラレル

サーバを用意していました。ほかにも並列一括更新技

術や並列リカバリ技術などを実現しており、1995年に

はそれらの並列処理技術に対する評価として日経BP

技術賞大賞を受賞しています。

◎オブジェクト指向への進化

オブジェクト指向技術が注目され始めた1990年代後

半、データベースの世界においても、デジタルコンテン

ツデータの管理を容易にするオブジェクト指向DBがク

ローズアップされるようになりました。

こうした中、1999年にリリースされたHiRDB Ver-

sion 5では、ISO SQL99規格に準拠し、オブジェクト指

向技術に対応しました。これにより、数値や文字だけ

で構成していたリレーショナルデータベースにおいて、

イメージ、映像、地図情報といったデジタルコンテンツ

も扱えるようになりました。現在も、さまざまなデータ

を扱えるプラグインの開発・提供を続けています。

◎データウェアハウス基盤の強化

今日のビジネスでは、企業内の各部門に蓄積された

膨大な情報やリアルタイムに流れてくる情報を共有し、

有効に活用することが、企業戦略において非常に重要

となっています。

HiRDBは、データウェアハウスの基盤となる強力な

機能を備えており、スピーディな意思決定を支援します

（図0-2）。

◎Webアプリケーションとの親和性

スピーディで柔軟なインターネットビジネスを実現する

には、企業間のシステム連携に大きな力を発揮する

XMLやWebアプリケーションの標準的な開発言語で

あるJava™の利用が効果的です。

HiRDBでは、XMLやJavaなどに対するインタフェー

スを搭載することで、インターネットビジネスを容易に、

かつ、タイムリーに開発するための総合的なシステム開

発環境を提供しています。

待望の新バージョン登場
－HiRDB Version 7－

国内開発体制ならではの強みを生かし、Version 1

のリリースから常にユーザの要望を採り入れ、きめ細

かな機能向上を続けてきたHiRDBは、最新版のVer-

sion 7においても飛躍的な進化を遂げています。

◎情報ライフラインを支える新機能

現在のビジネス環境は、グローバル化、マーケットの

細分化などに伴い、急激な変化が常態となっています。

モバイル環境の充実に代表される、ユビキタス社会へ

の転換もそれに拍車をかけています。それらに対応す

るため、HiRDBの開発にあたっては24時間365日連続

運転するためのノンストップDB機能を徹底して追求

し、災害発生時には遠隔地に設けたリモートサイトへ

処理を切り替えるディザスタリカバリ機能も充実させて

います。セキュリティの面でも、機密データへの不正ア

クセスをガードする新機能を追加しました。そして、自

動運転を目的とした統合GUI「HiRDB Control Man-

ager」を新たに開発するなど、日々の運用を支援する自

律指向を大幅に強化しているのも大きな特長です。

まさにHiRDB Version 7は、情報ライフラインを支え

るためのプラットフォームとして最適なものとなっていま

す。

次ページ以降では、これらHiRDB Version 7の新

機能や強化ポイントを、7つのキーワードに分けて詳し

く紹介していきます。
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図0-2 ● 強力なデータウェアハウス基盤を提供
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現代のビジネスにおいて、インターネットは欠かすこ

とのできない存在となっています。この全世界に張り

めぐらされた巨大なネットワークを最大限に活用し、24

時間365日のサービスを行うには、それに対応できる

高い信頼性と、障害への耐久力を持つシステムを構築

しなければなりません。とりわけデータベースは、重

要な責任を担っています。

24時間365日ノンストップでのサービス提供を実現す

るために、データベースに求められる必須条件として、

次の2点が挙げられます。

まずひとつは、データベースのメンテナンスやバッチ

処理などの保守業務が、オンラインサービスを停止せ

ずに行えること。たとえば、データベースの内容を最

新データに置き換えるための一括更新バッチ処理や、

データベースの再編成は、オンラインサービスを停止し

てから行うのが一般的です。HiRDB Version 7では、

サービスを停止せずにこのような作業を並行して実施

できる機能を備え、オンラインサービスを停止せずに

運用できます。

もうひとつの条件は、障害発生時でもオンラインサー

ビスが停止しないこと。万一、システムダウンした際に

も停止期間を最小限に抑えることが重要です。ハード

ウェアの故障やソフトウェア障害によるシステムの停止

は、ノンストップのサービスを実現する上での大きな課

題ですが、HiRDB Version 7では、システムに障害が

発生した場合でも系切り替え機能により、ほかのサー

バに処理を引き継いでサービスを続行できます。

HiRDBは、数秒オーダーでの高速で安定したフェイル

オーバーを実現しています。

オンラインでのデータベース再編成

たとえば、ショッピングサイトのデータベースでは、顧

客が商品をチェックする際や、商品在庫情報の確認を

行う際にはデータベース上の商品情報が参照され、購

入する場合にはデータベース上の顧客の購買履歴情

報やデータベースの在庫情報の更新などが行われま

す。ショッピングサイト側でも、新商品の追加や入れ替

え、内容の変更などのためにデータベースに対する追

加や更新、削除などのアクセスが頻繁に行われます。

このように、頻繁にデータベースに対する追加、更

新、削除が行われるケースでは、ディスク内のデータ

が断片化することによって、表（テーブル）内のデータ

の格納効率が低下したり、データベースのパフォーマ

ンスが極端に低下したりすることがあります。低下した

パフォーマンスを再度向上させるには、データベースの

再編成を行い、データの断片化を解消したり、表など

のデータ格納効率を改善させなければなりません。

HiRDB Version 7ではオンラインサービスを停止せ

ずに、この再編成を行うことが可能です。それを実現
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HiRDB Version 7、
7つのキーワード

Highlights

基幹系のメインフレームの時代から培われた技術を背景として

ミッションクリティカルな分野で高い評価を得ているHiRDB。

HiRDB Version 7では、さらに「ノンストップDB」、「スケーラビリティ」、「ディザスタリカバリ」、

「セキュリティ」、「運用容易性」、「アプリケーション開発支援」、「データ活用」の

7つのポイントが大幅に強化されています。

1ノンストップDB
k e y w o r d
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するのが「HiRDB Staticizer Option」の「インナレプリ

カ機能」です。これによって、二重化されたボリューム

を、それぞれ別のデータベースとして利用することが

できます。たとえば、一方をオンラインサービスの継続

に使い、もう一方で並列してデータベースの再編成な

どの処理を行うことができます（図1-1）。

このためオンラインサービスを停止することなく、ま

た、パフォーマンスにほとんど影響を与えることなく再

編成を行えます。そして再編成が完了すると、再編成

中にエンドユーザが実施した更新要求を、再編成した

データベースに適用する「追い付き処理」を適用してデ

ータベースを統合します。

さらにHiRDB Version 7では、データベースの更新

を伴うオンライン処理を実行しながら、データの削除

により使用されなくなった領域を探し出し、再利用す

ることで領域の効率的な利用を可能とします。

◎インナレプリカ機能

「HiRDB Staticizer Option」によって提供されるイン

ナレプリカ機能は、日立ディスクアレイサブシステム

SANRISEシリーズのShadowImage（ボリュームレプ

リケーション機能）や、その他のソフトウェアミラー化機

能で二重化されたボリュームを、それぞれ別のデータ

ベースとして利用できるようにします。また、ディスク上

のデータベースの内容がある任意の時点で整合性の

とれた状態を保てるよう、メモリ上のデータ更新内容

の一部を適切に強制出力するデータベース静止化を

行うことができるため、整合性のとれた複製（レプリカ）

データベースを高速に作成できます。静止化後に複製

（レプリカ）データベースを切り離すことで、複製（レプ

リカ）データベースをオンラインサービスとは別の目的

で使用することができるようになります。たとえば、複

製データベースを用いてデータベースの再編成やバッ

チ業務などの負荷の高い業務を実行できます。このと

き、オンラインサービスから切り離された独立した状態

にあるため、オンラインサービスのパフォーマンスを低

下させずにサービスを継続することができます。

インナレプリカ機能による
業務の多重実行

インナレプリカ機能は、データの再編成のためだけ

の機能ではありません。インナレプリカ機能を活用す

ることで、オンライン業務とその他の業務を並行して処

理することができるようになります（図1-2）。

たとえば、オンライン業務などにはマスタのデータベ

ースを使用し、データベースのメンテナンスや分析業

務、データマートの作成などの処理には複製データベ

ースを利用するといった使い方もできます。

オンラインでのシステム構成変更

業務が拡大すると、それまでのサーバ構成では充分

な性能を実現できなくなり、システムの構成変更が求め

られることがあります。従来のデータベースでは、シス
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図1-1 ● オンラインデータベース再編成
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図1-2 ● 業務の多重実行
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テムの構成変更を行うにはオンラインサービスを停止

しなければならず、ビジネスに大きな影響を与えてしま

います。

HiRDB Version 7では、「HiRDB Advanced High

Availability」と連携することでオンラインサービスへの

影響を最小限にして、システムの構成を変更できます。

要件に応じて、以下のようなシステムの構成変更をオン

ラインサービス中に行うことができます（図1-3）。

1. スケールアップ

1台のサーバをグレードアップして、システム全体の

スループットを向上させます。

2. スケールアウト

並列処理中のサーバの台数を増やして、システム

全体のスループットを向上させます。

3. サーバの統合

複数のサーバで構成していたシステムを統合し、リ

ソースを有効利用します。

4. チューニング

システムファイルのサイズ変更やグローバルバッファ

の追加、変更、削除などによりシステムを最適な状

態にします。共用のグローバルバッファを割り当て

ていたデータベース格納領域（RDエリア）用に専

用のバッファを割り当て直したり、バッファのヒット

率に応じてグローバルバッファを増減させたりとい

った構成変更を、オンライン中に運用コマンドで実

行できます。

数秒オーダーでの
高速フェイルオ－バー機能

データベースサーバに障害が発生すると、サービス

の停止やレスポンスの低下が起こり、甚大な被害を被

ります。このような被害を避けるため、サービスを行う

マスタサーバとは別に、予備のサーバを準備するのが

一般的です。

HiRDBでは、各社のクラスタソフトウェアと連携し、

待機系サーバを事前に設定することで、万一のサーバ

障害にも高速なフェイルオーバーが可能です。クラスタ

ソフトウェアに「高信頼化システム監査機能HAモニタ」

を適用することで、障害検知時間も、ほとんど「ゼロ」

にすることができます（図1-4）。

また、「HA Booster Pack」との連携により、切り替

え対象のディスクリソース数に依存せず、数秒オーダ
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図1-3 ● オンラインでのシステム構成変更

スケールアウト�

スケールアップ�

サーバ統合�

チューニング�
安定したオンライン�
サービスで快適�

注1　HiRDB Advanced High Availaiblityが必要です。�
注2　システム構成変更中、オンラインサービスは一時的に排他待ちとなります。�

ユーザ�

データベース管理者�

ネットワーク�

状況の変化に即応�
でき安心！�

図1-4 ● フェイルオーバー時間

ダウン�

SANRISE

インターネット�

携帯端末�

決済�

資材・部品�

物流�

正系� 副系�

HAモニタ�

＋�

HAモニタ�

HA Booster　※1

＋�

高速フェイルオーバー�

顧客�

取引先�

従来技術との性能比※4

従来※2

※1　AIX 5L V5.1のみ。�
※2　ユーザサーバホットスタンバイ方式�
※3　トランザクション決着時間はシステムログ量に依存�
※4　障害発生～新規トランザクション受付開始までの時間。�

数10秒オーダ�

トランザクション決着※3障害検知�

リソース切替� メモリ状態の復元�

システムプロセスのイニシャライズ�

数秒�～10数秒オーダ�

HiRDB_7p2-29.qxd  03.6.26 16:20  ページ 7



ーという業界最高速レベルで安定したフェイルオーバ

ーを実現します。さらに、「トランザクションキューイング

機能」により、フェイルオーバー中も新規トランザクショ

ンを受け付けることができるため、エンドユーザに障

害を意識させることなくサービスを継続できます。

◎経済性と信頼性の両立
スタンバイレス型系切り替え

予備のサーバは待機系サーバとも呼ばれ、サーバ

障害が発生すると、現用系（マスタ）の処理を受け継ぎ、

サービスが停止しないようにします。これは「スタンバ

イ型系切り替え機能」と呼ばれています。

HiRDBでも従来から業務処理中のマスタサーバ以

外に待機用サーバを準備し、マスタサーバの故障時に

待機系サーバに業務を自動的に切り替えるというスタ

ンバイ型系切り替え機能がありました。しかしこの方

式では、障害発生に備え、常に待機系サーバを用意

しておく必要がありました。

そこでHiRDB Version 7では、「HiRDB Advanced

High Availability」や「HAモニタ」と連携して、並列

処理している複数のサーバのうち、いずれかのサーバ

に障害が発生すると、障害が発生したサーバの処理を

サービス稼働中の別のサーバが引き継いでサービス

を継続する「スタンバイレス型系切り替え機能」を提供

しています（図1-5）。この機能を利用すると、待機系サ

ーバを準備しておく必要がないため、システムリソース

を有効に活用でき、システム全体のコストを低減できま

す。「スタンバイレス型系切り替え」では、サービスを引

き継いだサーバに通常の処理以上の負荷がかかるこ

とがありますが、複数のサーバに負荷を分散させるこ

とでロードバランスを保つことができます。

＊　＊　＊

オンラインサービスを停止することなくデータベース

のメンテナンスが可能な運用性と、システムダウンの影

響を最小限に抑える耐障害性。ノンストップで安定し

たオンラインサービス実現のためにHiRDB Version 7

が提供するこれらの機能によって、貴重なビジネスチャ

ンスの喪失を防ぐことができるのです。
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図1-5 ● スタンバイレス型系切り替え

待機系�
マシン�

待機系�
マシン�
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DB処理�
サーバ�

DB処理�
サーバ�

DB処理�
サーバ�

DB処理�
サーバ�稼働BES 稼働BES 稼働BES 稼働BES

注1　HiRDB Advanced Partitioning Optionが必要です。�
注2　BES：Back End Server（DBアクセスサーバ）�

待機系�
BES

データ�
ベース�

データ�
ベース�

データ�
ベース�

データ�
ベース�

待機用のリソース不要！�
（専用マシン）�

待機用のリソース不要！�
（バッファ、プロセスなど）�

2スケーラビリティ
k e y w o r d

インターネットビジネスや社内業務などのためのデー

タベースシステムを構築する場合、事前にデータ量を

正確に算出できないケースがあります。たとえば、オン

ラインショッピングのサイトを開く場合、取り扱う商品に

応じた想定顧客層とアクセス数を予測して、システムの

サイズを決定します。しかし、実際にサイトをオープン

してみると、想定したよりも幅広い顧客層から支持を

受け、会員数が爆発的に増加してしまうケースがあり

ます。また、オークションサイトでは、予想以上の利用

者数の増大が、オークションへの商品登録数を飛躍的

に押し上げることもあります。

このような誤算はビジネス的には歓迎すべきことで

すが、システム的には問題を抱えることになります。デ

ータベースのサイズによっては顧客や商品の登録に支

障が出たり、アクセス数の増大や集中が起こることで

パフォーマンスが落ちる原因になるからです。

こうした状況に対応するためには、データベース自

体の規模を柔軟に拡張できること、そして、データベー
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スが拡張してもパフォーマンスを落とさないように、シ

ステムの処理性能を向上できなければなりません。そ

の要求に応えるため、HiRDBではシェアドナッシング

方式の並列処理アーキテクチャを採用。データベース

の規模をビジネスサイズに合わせて拡張可能な上、ア

クセスを複数のサーバに分散させたりサーバごとに役

割を分担させて一斉に処理することができるので、サ

ーバマシンの追加によってスケーラブルにパフォーマン

スが向上します。

HiRDB Version 7の持つ
スケーラビリティ

HiRDB Version 7では、データベースの規模を選ば

ずに利用できる優れたスケーラビリティが実現されてい

るため、最初は小規模システムで運用を開始し、徐々

に、あるいは一足飛びに大規模システムへと拡張でき

ます。すなわち、そのときの利用状況にふさわしい適

正規模でのシステム運用が可能となるのです。

小規模サーバから
大規模データウェアハウスまで

HiRDBではさまざまな環境で信頼性の高いシステム

を構築できるようになっています。

1. OS環境

UNIXやLinux、Windows®などさまざまなOS環境

で運用可能。

2. CPU構成

シングルCPUサーバマシンでも、マルチCPUサー

バマシンでも運用可能。

3. サーバ構成

シングルサーバ構成から、複数のサーバマシンを

並列に利用したパラレル（クラスタ）サーバ構成に

拡張しての運用も可能。

HiRDB Version 7は、システムの規模や環境、用途

などに応じて幅広く対応できるので、小規模システムと

してデータベースを導入・構築したり、業務規模の拡

大に合わせて拡張したり、システムをシームレスに発展

させることができます。

また、メインフレーム上のデータベースとして豊富な

実績を誇る「XDM/RD」とAPIレベルで互換性があり、

相互にシステムを連携することで、より大規模なデータ

ベースシステムへの拡張も可能です。

シェアドナッシング方式による
スケーラビリティ

HiRDBパラレルサーバは、世界に先駆けてシェアド

ナッシング方式を採用した並列リレーショナルデータベ

ースシステムです。

シェアドナッシング方式は、複数のプロセッサに対し

て個別のディスクとメモリを割り当てる方式であり、

個々のプロセッサは独立して動作できることを特長と

しています（図2-1）。これにより、データベースを構成

するサーバ台数（プロセッサ数）に応じた処理性能を

実現することができます。

複数のサーバマシンを利用するHiRDBのパラレル

サーバの構成では、サーバマシン（プロセッサ）ごとに

違う処理を行ったり、ひとつの処理を複数のサーバマ

シン（プロセッサ）で行うことも可能です。HiRDBパラ

レルサーバでは、ソフトウェア機能をいくつかの「サー

バ」に分割して実装し、負荷分散することで、処理効

率の良い並列データベースシステムを実現しています。

HiRDBのサーバ構成は次のようになります。

H
iR
D
B
 V
e
rs
io
n
 7
、
7
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

ス
ケ
ー
ラ
ビ
リ
テ
ィ

H
ig

h
lig

h
ts

9

図2-1 ● シェアドナッシング方式

高速�
ネットワーク�

分割表� 分割表� 分割表�

（クラスタ構成）�

分割表：１つの表を分割して、複数のディスク（サーバ）に割り当てたもの。�
　　　　クライアント側からは分割を意識することなく１つの表として扱うことができる。�

ディクショナリ�
サーバ�

フロータブル�
サーバ�

DB処理サーバ� DB処理サーバ�

SQL受付�
サーバ�

DB処理サーバ� …�

…�

SQL文�

クライアント�
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1. クライアントからの要求を受け付ける「SQL受付サ

ーバ」

2. データベースの定義情報を管理する「ディクショナリ

サーバ」

3. データの入出力を行う「DB処理サーバ」

4. 処理の負荷が高いソートやジョインを専用のサーバ

が処理し、性能向上、負荷分散を図るための「フロ

ータブルサーバ」

業務が拡大して、接続するクライアント数が増加した

場合は、「SQL受付サーバ」を複数構成にすることでク

ライアント数に応じた負荷分散が可能です。また、表

データは複数のDB処理サーバに分割格納されている

ため、検索・更新などの処理は各サーバを使って一斉

に行えば、サーバマシン台数分の高速化が可能です。

このように、シェアドナッシング方式をベースとして、

業務量やデータ量に応じてシングルサーバ構成からパ

ラレルサーバ構成に変更したり、パラレルサーバ構成

でサーバマシンの台数を追加するなど、段階的なシス

テム拡張にも対応できます。

表やインデクスの分割格納

データの追加・更新処理や検索処理が頻繁に行わ

れるデータベースシステムでは、特定の表に対するアク

セスが集中することがあります。このような場合には、

表やインデクスを1つのデータベース格納領域（RDエ

リア）に格納すべきではありません。なぜなら、その

RDエリアに対してアクセスが集中することで負荷が増

大してしまい、アクセス性能が劣化することがあるから

です。HiRDBには、表やインデクスのデータを複数の

RDエリアに分割して格納できる機能があるので、こう

したアクセス集中を分散させることができ、アクセス性

能の劣化を防ぐことができます。また、バックアップや

再編成などの保守作業もRDエリア単位で操作するこ

ともできます。

したがって、表やインデクスのデータを複数のRDエ

リアに分割できるだけではなく、複数のサーバマシン

にまたがって分割・格納できるパラレルサーバ構成で

は特長が顕著になり、ひとつの表やインデクスに対す

る処理を複数のサーバマシンで一斉に行うことになり

ます。このためサーバマシンの台数に見合ったデータ

ベース処理の高速化を実現します。

表やインデクスを横分割する方式には、次の3つの

方式があります。用途に合った方式を選択すれば、処

理を高速化できます（図2-2）。

1. キーレンジ分割

キー値の範囲で分割し、格納先を決定する方式で

す。この方式では、データベース設計時にデータ量

を均等に分割するといった考慮が必要ですが、デ

ータの格納先が明確であるため、データベースの

メンテナンスが容易です。

2. ハッシュ分割

キー値をもとにハッシュ関数を用いて、均等に格納

先を決定する方式です。格納先が均等になるよう

にデータを割り当てることができるため、データベ

ース設計時の負担を軽減できます。また、サーバ

マシンを追加したとき、データの再ロードなどを行

わず再配置できるというように、拡張性、柔軟性を

備えたフレキシブルハッシュ分割方式もあります。

3. マトリクス分割

複数の列に境界値を指定することで分割し、格納

先を決定する方式です。より細かな分割ができる

ため、検索処理の並列性を上げることができます。

また、複数のキーによる検索で検索範囲を絞り込

んでより高速にSQLを処理することができます。さ
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図2-2 ● 表やインデクスの分割格納
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らに運用の際には、各RDエリアのサイズを小さく

して、メンテナンスに要する時間を短縮できます。

マトリクス分割機能を利用するためには、「HiRDB

Advanced Partitioning Option」が必要です。

◎リバランスユティリティ

サービスの開始後にデータ量が増加すると、それに

応じてデータを格納するためのRDエリアを新しく追加

する必要が出てきます。

追加しただけでは、格納データ量が異なる（既存の

RDエリアには多くのデータが格納されており、新規追

加のRDエリアにはデータがほとんど格納されていな

い）状態であるため、RDエリアへのI/Oが偏ってしま

います。こうした状態を解消するのがリバランスユティ

リティです。この機能は、オンラインサービスを継続し

たまま、既存のRDエリアから新規追加したRDエリア

へデータをバックグラウンドで移動させ、データ量を均

一にバランスさせます。これにより、I/Oの偏りを解消

することができます。

このリバランスユティリティは特に、ノンストップサー

ビスを前提としながら急激なデータ増加への対応が要

求されるインターネットビジネスにおいて、強力な武器

となります。

並列処理による高性能を実現

並列処理の目的は、「複数の作業を同時（並列）に」

処理することで性能を上げることです。HiRDBでは、

一般的なデータ検索・更新・追加の並列処理だけでは

なく、データベースの保守や、大量データの更新やロ

ーディングに対しても並列処理が可能となっており、大

規模なデータウェアハウスのようなシステムでも運用効

率を向上させることができます（図2-3）。

◎並列更新、並列ローディング

先述のとおり、HiRDBでは、表やインデクスを分割

して格納できます。複数に分割した表に対して、デー

タの検索や更新などを並列で処理できるため、大量デ

ータを一括更新するバッチ処理などに高性能を発揮し

ます。

ソートやジョインなど負荷が高いデータベースの処

理では、別サーバ（フロータブルサーバ）に対して動的

に処理を割り当てたり、並列処理することで、検索処

理の時間を短縮することが可能になります。

同様に、大量データをデータベースにロードする場合

も、並列処理によって短時間で完了できます（図2-4）。

◎インディペンデントバッファリング

HiRDBでは、データとインデクスのグローバルバッフ

ァ（DBバッファ）を分けたり、アクセス頻度の高いイン

デクスを専用バッファに割り当てたりするなど、グロー

バルバッファのきめ細かな制御ができます。さらに、特

定のオンラインサービスや大量データを扱うバッチ処

理、データベースの再編成をするユティリティなどの各

業務に対し、専用の「ローカルバッファ」を割り当てる

ことが可能です。このため、グローバルバッファの圧迫

によるオンラインサービスの性能低下を回避できます

（次ページ図2-5）。
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図2-3 ● 並列バックアップ、並列リカバリ機能
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図2-4 ● 並列更新、並列ローディング
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情報システムは、経済活動のみならず、すでに私た

ちの生活になくてはならないものになっています。安

心して生活するためにも、情報システムというライフラ

インを停止させないことが大切です。それを脅かす地

震や洪水、噴火などの災害（ディザスタ）は、我々にと

って非常に脅威的な存在となっています。

こうした災害から情報システムを守るためには、災

害は地理的に限定されるという性質を利用します。情

報システムを複数の地域に分散させて運用し、被害の

あったシステムの業務を被害のなかった地域のシステ

このように、パラレルサーバ構成を採用することで各

サーバの並列処理が可能となるため、負荷の高い検

索処理を高速に行ったり、大量データをローディングし

なければならないデータウェアハウスのような、大規模

システムでのシステム運用が効率化されます。

64ビットモード対応

UNIX版のHiRDBは、64ビットモードにネイティブで

対応しており、広大なメモリ空間を利用できます（図2-

6）。64ビットモードを使った大規模データベースシステ
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図2-5 ● インディペンデントバッファリング
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ムでは、充分に大きいバッファ領域を確保できます。

バッファのサイズを大きくすることで、入出力回数を削

減でき、データベース全体の性能を向上させることが

可能となります。

＊　＊　＊

シェアドナッシング方式の並列処理アーキテクチャを

核とした数々の技術によって、HiRDBは柔軟で高度な

スケーラビリティを実現できます。これにより、運用開

始時には小規模なシステムで導入・構築しながらも、

ビジネスの成長に合わせて柔軟に規模を拡張し、利用

状況に合わせた適正規模でシステムを運用することが

可能となるのです。

3ディザスタリカバリ
k e y w o r d

図2-6 ● 64ビットモード対応
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ムで引き継ぐことで、対策するのです。

ディザスタリカバリシステムの概要

HiRDBでは、災害が発生して情報サービスの運営

を継続できなくなった場合に、被害のない遠隔地や被

害の小さな地域に構築してあるサイトに業務を切り替

え、短時間のうちにサービスを再開するための「ディザ
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なるバックアップとは異なり、HiRDBのシステム構成を

合わせるなどの煩雑な作業を必要とせず、短時間でデ

ータベースを復旧できます。

リアルタイムSANレプリケーション

リアルタイムSANレプリケーションは、日立ディスクア

レイサブシステムSANRISEのHitachi TrueCopy（サ

ーバフリー遠隔コピー）機能を利用して、メインサイトの

SANRISEから、リモートサイトのSANRISEにデータ

をコピーする方式です。

◎トランザクション欠損ゼロを実現

Hitachi TrueCopy機能を用いれば、ホストを経由

せずにSANRISE間で直接データをコピーできます。

大量データが蓄積されているデータベースでは、デー

タ転送に非常に時間がかかる可能性があるので、デ

ータベースを非同期に転送し、データベースの更新情

報が格納されているシステムログだけをリアルタイム（同

期）に転送します。データベースの転送を非同期とす

ることで通常のオンラインサービスへの影響を抑え、

性能をほとんど劣化させずに運用できます。

メインサイトが災害にあった場合、リモートサイトで

は、非同期にコピーされたデータベースと、リアルタイ

ムにコピーされてきているシステムログによって、データ

ベースを同期させて回復を図り、数十秒後にはメイン

サイトの業務をリモートサイトで継続的に引き継げるよ

うになります（次ページ図3-2）。

リアルタイムSANレプリケーション方式では、更新履

歴情報であるシステムログがリアルタイムでリモートサイ

トにコピーされます。そのため、メインサイトとリモート

サイトでのシステムログは同じ状態を維持することがで

き、万が一の場合でも、リモートサイトでシステムログの

内容をデータベースに反映することで、メインサイトと

同じデータベースを回復することができます（トランザ

クションの欠損はゼロ）。このため、たとえば取引デー

タなどを欠損させずに業務を継続する必要があるミッ

ションクリティカルな分野では、このリアルタイムSANレ

プリケーション方式が威力を発揮し、高い信頼性を実

現します。
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スタリカバリシステム」の構築の支援を行います。

ディザスタリカバリシステムを構築する方式としては、

リアルタイムSANレプリケーション、リアルタイムSQLレ

プリケーション、リロケータブルテーブルの3つが用意

されており、業務の重要度や緊急度に応じて柔軟に選

択できます（図3-1）。

◎リアルタイムSANレプリケーション

非常に重要なシステムに適しています。災害が発生

した場合にも、ごく短時間でシステムを切り替えて速や

かに業務を再開したい場合に選択します。切り替え後

もトランザクションの欠損はなく、災害発生時と同じ状

態のデータベースを復旧できます。しかも、メインサイ

トからリモートサイトへデータを転送するのに、メイン

サイトのホストを経由しないため、メインサイトのオンラ

イン性能を劣化させないという特長があります。

◎リアルタイムSQLレプリケーション

復旧までに数時間程度は許されるシステムに適して

います。特別なハードウェアを導入せず、通信コストも

抑制できる方式なので、コストを抑えたディザスタリカ

バリシステムを構築できるという特長があります。メイン

サイトのシステムログ（更新情報）だけをリモートサイト

に転送するため、リアルタイムに反映してもメインサイト

のオンライン性能を維持できます。

◎リロケータブルテーブル

この方式の特長は、メインサイトのデータをテーブル

単位でリモートサイトに転送する機能を利用して、デー

タベースの同期をとることです。通常のオンラインサー

ビス中、定期的にテーブルのデータを取得しておけば、

それをもとに別のサイトでテーブルを復元できます。単

図3-1 ● ディザスタリカバリシステムの構築方式
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◎日立ディスクアレイサブシステム「SANRISE」

日立ディスクアレイサブシステム「SANRISE」は、ビジ

ネスの急激な拡大とともに増大し続けるデータに対応

するためのサブシステムであり、次のような特徴があり

ます。

1. 最大147.2Tバイト（物理容量）の大容量を実現して

いるため、非常に大規模なデータベースシステム

でも問題なく利用できます。

2. SAN環境に不可欠なファイバチャネル（1Gbps、2

Gbps）に対応しているため、高速なデータ転送が

可能です。少量の更新データをリモートシステムに

転送する場合、リアルタイムにデータ転送が行える

ため、データベースの同期をとる場合にも優れた

性能を発揮します。

3. トラフィックの急激な増加にも柔軟に対応できる高

トランザクション性能と高速アクセスを実現してい

ます。トランザクション量が急増したり、データベー

スの更新情報が大幅に増加しても、大容量かつ高

速なデータ転送機能により、データベースの同期の

性能が劣化しません。

4. ディスクメディアが故障した場合、二重化などの対

策をとっていないと、貴重なデータを失うことにな

ります。そのため、データをハードウェア的に故障

から保護するためのディスクメディアの二重化対策

が必須です。SANRISEではRAID1/5構成を採用

して冗長化を行い、柔軟で高い信頼性、拡張性を

確保しています。

5. キャッシュにより、高速なリード/ライト処

理が可能です。

6. バッテリバックアップによるキャッシュの

不揮発性を実現しているため、瞬電など

によって電源が切断されても、データを

失う危険性を最小限に抑えることができ

ます。

SANRISEは、さらにシステム稼働状態で

部品のほとんどが交換可能で、24時間365

日ノンストップフルタイム稼働環境を実現する

ために最適な製品となっています。

リアルタイムSQLレプリケーション

HiRDB Datareplicatorは、サーバ間でデータをコピ

ーする機能を持つソフトウェア製品です。リアルタイム

SQLレプリケーション方式は、「データ差分反映機能」

を活用して、メインサイトのデータベースをリモートサイ

トにコピーする方式です。

◎ハードウェア投資を迎えた災害対策を実現

リアルタイムSQLレプリケーション方式を用いれば、

一定の時間ごとにHiRDB Datareplicatorを使って、メ

インサイトのデータベースの更新内容をリモートサイト

のデータベースに逐次反映して同期させ、リモートサ

イトのデータベースを最新状態に維持できます。また、

データ差分反映機能では、データベースの更新情報が

格納されたシステムログだけを転送するので、リアルタ

イムに更新情報のデータをコピーしてもシステムに負荷

をかけることはなく、通常のオンライン業務を運用しな

がら行っても、性能を低下させることはありません。

トランザクション単位で更新情報がリモートサイトに

転送されるため、災害が発生した場合でも、転送済み

のトランザクションをリモートサイトのデータベースに反

映するだけで、短時間のうちにメインサイトのデータベ

ースと同じ内容にできます。この方式では、システムロ

グの転送によってメインサイトとリモートサイトのデータ

ベースの同期がトランザクション単位で行われるので、
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図3-2 ● リアルタイムSANレプリケーション

災害発生�

SANRISE

データ�
ベース�

ログ�

メインサイト�

SANRISE

データ�
ベース�ログ�

リモートサイト�

Hitachi TrueCopy

同期� 非同期�

非同期�同期�

DBサーバ�

DBサーバ�

遠距離でも安定したオンライン性能を実現�
（販売管理業務モデルで測定）�

100%

73%
DB非同期方式�

DB同期方式�

リモートサイトまでの距離�

95%

20km 700km

ネットワーク�

ネットワーク�

SAN

SAN

ス
ル
ー
プ
ッ
ト�

HiRDB_7p2-29.qxd  03.6.26 16:20  ページ 14



データベースの一貫性が保たれます。

リアルタイムSQLレプリケーション方式は、ソフトウェ

ア的に実装されているため、ディスクアレイサブシステ

ムや、大幅なシステム構成の変更といった作業を必要

としません。メインサイトとリモートサイトをHiRDB Da-

tareplicatorを使って更新情報を転送するだけで同期

させることができます。そのため、災害が発生する前

に運用していたリモートシステムの構成をそのまま利

用してオンライン業務などを再開できるという利点があ

ります。

◎HiRDB Datareplicator

HiRDB Datareplicatorは、ディザスタリカバリだけ

でなく、次のような用途にも利用できます。

1. 時間ごとに、基幹データベースの更新内容を部門

データベースに逐次反映する（基幹業務の最新デ

ータを部門データベースで利用できるようになる）

2. 基幹データベースから部分的にデータを抽出した

り、基幹業務の更新情報の履歴を時系列順に部門

データベースに反映する（データウェアハウスに適し

たデータを提供できるようになる）

HiRDB Datareplicatorは、データ抽出、データ転送、

データ反映のそれぞれで動作が完結するため、回線

障害などが発生した場合でも抽出側システムの動作に

影響を与えません。

リロケータブルテーブル

表やインデクスを含むテーブル単位でデータを転送

できる「リロケータブルテーブル機能」を利用します。

メインサイトのデータベースをリモートサイトにコピーし

ておき、災害が発生した場合に短時間でリモートサイ

トにおいて業務を再開できます。

◎テーブル単位でデータをバックアップ

リロケータブルテーブルを使用した場合、オンライン

サービス中に、定期的にメインサイトのデータベースを

リモートサイトにコピーします。もし、災害が起きたとし

ても、リモートサイトで取得したデータをもとにデータベ

ースを復元できるため安全を確保できます。

従来は、バックアップしたデータベースを別のシステ

ムに復元する場合、システム構成を同じにしておく必要

がありました。そのため、システムを復元するためには、

リモートサイトのシステム構成をメインサイトのサーバと

同じにする作業を行わなければならず、バックアップし

たメディアの移送をリアルタイムに実施できませんでし

た。しかし、リロケータブルテーブルを用いれば、リモ

ートサイト側のシステム構成をメインサイトのシステム構

成と一致させるといった煩雑な復旧作業を行う必要が

なく、システム管理者の負担を軽減することができます

（計画中）。

＊　＊　＊

情報システムへの依存度が高まるにつれ、サービス

の停止や情報資産の損失が莫大な損害をもたらすよう

になりました。災害などの非常事態が発生した場合も

その例外ではなく、こうしたリスクを認識して適切な対

策を講じておくことが必要です。

3種類のディザスタリカバリソリューションを用意する

HiRDB Version 7なら、業務の重要度や緊急度に応

じた最適なソリューションを選択して、万一の事態に

備えることが可能です。
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4セキュリティ
k e y w o r d

ネットワークがそれほど普及していなかった頃は、企

業の情報システムを扱う人が情報部門だけの一部に限

られており、情報の漏洩や改ざんに対する脅威も限ら

れていました。しかし、企業活動が情報システムと切り
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離して考えられなくなり、すべての従業員がネッ

トワークにアクセスするようになった現在、企業

の情報システムは種々の脅威にさらされるように

なってきたのです。

たとえば、社員による顧客データ持ち出しな

どの企業内犯罪。人為的ミスによる重要データ

の消失。さらには、外部からのインターネット経

由の不正アクセス。これらの被害による情報の

漏洩や改ざんは、企業の信用失墜という深刻な

問題を引き起こします。こうした背景の中、情

報を守るためのセキュリティ対策は、企業にと

って必須のものとなりました。

セキュリティ対策には、故意か過失かにかかわらず

情報を脅威から守ることを目的とする「事前対策」と、

起きてしまったセキュリティ事故に対する原因調査や原

因特定を行い、将来の対策に生かす「事後対策」があ

ります。HiRDBでは、事前対策としてデータを改ざん

の脅威から守る改ざん防止機能をサポートしています。

さらに「JP1/File Access Control」と連携することによ

り、ファイルへの不正アクセスも防止できるようになりま

す。また、事後対策である監査証跡機能では、HiRDB

への接続認証やデータベースへのアクセス履歴を監査

ログとして記録。これにより、「深夜の機密データのダ

ウンロード」などの不正な操作を発見できます。

機密データを、人為的ミスや
不正アクセスから強固にガード

◎改ざん防止機能

ウイルスや不正アクセスの被害は、年々増加の一

途をたどっています。2003年初頭に起きたデータベ

ースを狙ったワーム事件は記憶に新しいところで

す。こうした不正アタックによる被害で最も影響およ

び損害が大きいのは、情報の漏洩や改ざんです。

企業の情報システムで扱う情報は、企業の機密情報

だけではありません。顧客や従業員に関する個人情

報なども扱われ、これらの情報の漏洩や改ざんは重大

なプライバシー問題にもなります。したがって、これら

の情報を実際に管理するデータベースに対するセキュ

リティ対策は非常に重要となります。

HiRDBは改ざん防止機能により、データベースに対

する不正な改ざんや誤った更新・削除を防ぐことがで

きます。HiRDBの改ざん防止機能は、データベース利

用者が持つ表に対するアクセス権には依存せず、表自

体に改ざん防止属性を与えることにより表データ自身

の更新や削除を禁止する機能です。この機能を使うと、

データの追加だけは許可しますが、表の所有者や表

の更新・削除権限を持つユーザであってもデータの削

除や更新を許さない状態にすることができます。

この機能は表単位に設定可能なので、きめ細やか

なセキュリティを設けることができます。また、本機能

のオプションとして行削除禁止期間を指定することが

できます。

たとえば、受注表で、「データ登録日」から10年間、

行の更新・削除を禁止したい場合は次のようなSQL文

で表を定義します。

これにより、格納してから指定した期間を経過して

いない行を削除することはできませんが、指定した期

間を過ぎた行は削除することが可能となります。これ

は、たとえば法律で過去5年間は管理していなければ

ならないデータなどを保管するときに適しています。

図4-1 ● 不正アクセスをガードし、データの原本性を保証する
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受注数量 INTEGER, 受注日 DATE, 受注時刻 TIME,

データ登録日 DATE NOT NULL WITH DEFAULT SYSTEM GENERATED)

INSERT ONLY WHILE 10 YEARS BY データ登録日
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◎JP1/File Access Controlとの連携

情報システムに対する不正アクセスの例として、エデ

ィタなどでバイナリファイルを書き換えるといった「直接

的な攻撃」があります。

JP1/File Access Controlは、「誰がどのプログラム

を使って何ができるか」というルール（ポリシー）を設定

するファイルアクセス機能を持つ製品です。この製品を

使うことで、直接的な攻撃の不正アクセスからも、重要

な情報を保護できます（図4-2）。

JP1/File Access Controlの機能は、ディレクトリや

ファイルへのアクセス権限を、ユーザIDやアクセスタイ

プ（読み取り/書き込み）を組み合わせてユーザに付与

できるだけではありません。使用するプログラムやアク

セス可能な日時を設定することもできます。この機能に

より、電子申請書や機密データが格納されているデー

タベースファイルに対しては、許可されたアプリケーシ

ョンプログラム（この場合、データベース管理プログラ

ム）だけを使ってアクセスできるように設定できるので、

許可されていないエディタなどのプログラムで直接デ

ータベースファイルを書き換えるのを防ぐことができま

す。

不正アクセスに対しては、アクセスを拒否すると同時

にログに記録するので、不正アクセスの発見・追跡、

セキュリティ監査にも役立ちます。

JP1/File Access Controlには作成したポリシーを

別のコンピュータに自動配布する機能があり、ポリシー

設定に関するシステム管理者の負担は最小限に抑えら

れます。

データの正当性を保証する監査証跡機能

HiRDBには従来より、権限を持たないユーザには

データベースにアクセスさせない機能があります。

HiRDB Version 7では、これをさらに強化して「不当

な時間にデータにアクセスしていないか？」、「権限に

違反して何度もアクセスを試みていないか？」等の不

正アクセスを発見し、追跡できる機能である「監査証

跡機能」をサポートしました。

◎セキュリティ監査機能

セキュリティ監査機能は、データベースに対する操作

を記録して、その記録を監査することで、機密データ

への不審なアクセスや権限に違反した操作などの不

正操作の兆候がないことを確認するための機能です。

データベースに対する操作の記録を監査証跡と呼び、

操作したユーザの情報や、操作内容、使用した権限、

権限チェックの成否を記録します。監査証跡はデータ

ベースに対する操作を行うたびに、監査証跡ファイル

に記録していきます。監査証跡ファイルの内容は、監査

証跡表と呼ぶ表にローディングすることで、SQL文によ

り参照可能です。これにより、膨大な内容をひとつひ

とつ分析するのではなく、問い合わせによって柔軟か

つ迅速に分析することができます。

◎監査対象になるイベント

監査証跡の取得対象になる操作を監査対象イベン

トと言います。監査対象イベントには次のようなものが

あります。

● システム管理者セキュリティイベント

HiRDB管理者が行うイベント（HiRDBの開始と終

了、監査人の登録など）のことです。

● 監査人セキュリティイベント

監査人が行うイベント（監査証跡表へのデータロー

ディング、監査対象イベントの定義・削除など）のこ

とです。
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図4-2 ● JP1/File Access Controlによる内部不正アクセス管理
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● セッションセキュリティイベント

CONNECT権限によるユーザ認証を監査対象と

し、HiRDBの接続時に監査証跡を取得します。

● オブジェクト定義イベント

表やインデクスなどのオブジェクトを定義したり、削

除、変更したりした場合に取得します。

● オブジェクト操作イベント

表やリストなどのオブジェクトに対して削除などの

操作を行ったときに監査証跡を取得します。

こうした監査証跡機能を利用していることを明示す

ることで、不正なデータ取得やデータ改ざんを抑止す

る効果も生まれます。

ユーザの一元管理

HiRDBのユーザ認証とアクセス制御を、関連する複

数のシステム間で一元管理することにより、システム管

理コストを削減できます。ユーザの一元管理は、LDAP

（Lightweight Directory Access Protocol）に準拠し

た日立ディレクトリサーバ（Hitachi Directory Server）

やSun™ ONE Directory Serverとの連携で実現して

います。そして、日立ディレクトリサーバと連携してユー

ザやグループを管理する方式を「日立ディレクトリサー

バ連携機能」、また、HiRDB LDAP Optionを使って

Sun ONE Directory Serverと連携する場合を「Sun

ONE Directory Server連携機能」と呼びます（図4-3、

図4-4）。

◎ディレクトリサーバ連携機能

ディレクトリサーバ連携機能は、HiRDBのユーザと

Webアプリケーションなどのほかのシステムのユーザ

を同時に管理する機能です。HiRDBで管理していた

CONNECT権限情報をディレクトリサーバで一元的に

管理し、HiRDB接続時のユーザ認証をディレクトリサ

ーバで実施できます。

通常、CONNECT権限はDBA権限保持者が必要

なユーザに与えます。ディレクトリサーバ連携機能を

使用する場合、ディレクトリサーバにユーザ情報（ユー

ザIDやパスワード）を登録することでユーザにCON-

NECT権限が与えられます。そして、ユーザがHiRDB

に接続しようとすると、そのディレクトリサーバが管理

しているユーザ情報（ユーザIDとパスワード）を用い

てユーザ認証を行います。ディレクトリサーバに登録さ

れているユーザであれば、HiRDBへの接続を許可さ

れ、HiRDBが使用できるようになります。

日立ディレクトリサーバには「グループ」、Sun ONE

Directory Serverでは「ロール」という概念があり、役

職者や部署といった人の集合体を1つのグループと捉

え、そのグループをディレクトリサーバに登録すること

もできます。この機能を使うことで、「特定部署に属す

る従業員全員に対する参照権限の付与」や「部長職以

上の人に対する更新権限の付与」などの表へのアクセ

ス権限の設定をグループ単位（またはロール単位）で

行うことができ、人事異動などに伴うユーザ情報の変

更にも柔軟に対処できるようになります。

＊　＊　＊

企業の情報システムをさまざまな脅威から守る上で、

要となるデータベースのセキュリティを強化することは

欠かせません。機密データを、改ざんや人為的ミスに
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図4-3 ● 日立ディレクトリサーバ連携
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よる消失から守る事前対策。そして、監査ログの記録

によって不正アクセスを抑止するとともに、万一の場合

に原因を追跡する事後対策。この2方向からの対策で、

HiRDBは強固なセキュリティを実現しています。
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システムを運用するための作業は多岐にわたり、シ

ステム障害に備えたデータベースのバックアップ作業

や、リソース不足を未然に防ぐシステムリソースの常時

監視、障害発生時のデータベースのリカバリ作業、シ

ステムの性能を最大限に引き出すためのチューニング

作業などがあります。また、24時間ノンストップシステム

の運用にかかる企業の負担もシステム稼働状況の監視

に関わる人件費を含め、決して小さいものではありま

せん。さらに近年は、処理すべきデータは増える一方

であり、情報システム自体も高度化しています。それに

伴い、システム管理者への負荷も重くなり、操作ミスに

つながりかねません。安定したシステム運用のために

は、このような問題を解消する必要があります。

こうした問題の解決策として考えられるのは、運用

に関するさまざまな操作を集中管理し、運用業務の簡

素化を図ることです。そして、それをさらに発展させ、

これまでシステム管理者が行っていた作業をコンピュ

ータが自律的に処理することによって実現する「運用の

自動化」が、これからの運用支援技術として期待され

ています。

HiRDB Version 7では、各種の運用操作を直感的

なユーザインタフェースで集中管理できる統合GUI環

境、「HiRDB Control Manager」を提供しています。さ

らに、データベースのリソース管理や状態解析などの

運用の自動化を強力に支援する機能を充実させてい

きます（図5-1）。将来的には、事前にユーザが設定し

たポリシーに従ったデータベースの自律化を目指しま

す（計画中）。

運転ミスによるシステムダウンを
未然にガード

致命的な障害からの回復や、無効なトランザクショ

ンをキャンセルするために、HiRDBは常にデータベー

ス更新情報をシステムログファイルに蓄積しています。

しかし、人為的ミスまたは接続された外部システムか

らの影響などにより、システムログファイルが満杯にな

ると、システムの継続ができなくなります。たとえば、大

量更新バッチジョブの投入ミスや、外部システムで滞留

していたバッチジョブの放出など、その要因はさまざま

です。

HiRDBでは、この状態を自動的に回避し、さらにシ

ステム管理者へ状況を報告します。システムログファイ

ルの残容量に応じて予備のファイルにスワップしたり、

スワップ後のファイルをアンロードして再利用できる状

態にするだけでなく、予備を含めた残容量不足を事前

に検知してシステム管理者へ報告し、事前にユーザが

設定したポリシーに従い対処する（トランザクションを

キャンセルするなど）ことも可能になります。つまり、よ

り安全なシステムの構築が可能になるのです。

5運用容易性k e y w o r d

図5-1 ● データベース運用自動化への取り組み
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運用管理製品であるJP1によるシステム統合運用の環

境構築の支援も行います。HiRDBの製品知識や運用

経験のないユーザでも、HiRDBを容易にJP1統合環

境に組み込むことが可能です。たとえば、HiRDBのバ

ックアップを自動化するジョブをJP1に組み込むための

スクリプトも、ウィザードで自動作成する機能を計画中

です。

◎JP1/Performance Managementとの連携

HiRDB Control Managerは、システム内の各種サ

ーバアプリケーションやOSの稼働状況を集中して監

視するJP1/Performance Managementと連携し、

HiRDBを含むシステム全体のパフォーマンスを監視し

ます（図5-3）。これにより、システム全体を最適な状態

に維持することができるようになります。

また、JP1/Performance Managementのいくつか

のエージェント製品を組み合わせれば、より高度な運
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統合GUI環境での運用管理

HiRDBでは、以前よりデータベース運用の自律化を

目標に掲げ、運用操作の簡易化や自動化のためのツ

ールとして、HiRDB Assistを提供してきました。

このHiRDB Assistの機能をベースにさらに進化さ

せ、データベース運用に関係する製品との連携を強化

したHiRDB Control Managerを新製品として提供し

ます。

◎HiRDB Control Manager

HiRDBにおける運用管理の特徴は、リソース管理

や状態解析、自動運転などを統合GUI環境で運用管

理できる点にあります。そして、この統合GUI環境を

実現するために開発された製品が、HiRDB Control

Managerです。

HiRDB Control Managerでは、HiRDBの

基本操作や状態表示からデータベースのバッ

クアップ/リカバリ、データベースの再編成、デ

ータのロード/アンロードなどの操作を、ウィザ

ードなどを使用した直感的なユーザインタフェ

ースで行えるようになっています。そして、将

来的にはHiRDBの状態監視、チューニング情

報の提供、システムの保守診断といった運用管

理も可能になる予定です（図5-2）。

HiRDB Control Managerでは、運用担当

者がシステムに対して統合GUI環境で行いた

い操作を指示するだけで、実際の運用コマン

ドを実行したり、関連するリソースの操作など

の一連の手順を自動的に制御します。これま

で運用管理では必須とされてきたデータベー

ス製品固有の運用コマンドや具体的な操作方

法などを知らなくても、一般的なRDBMSの知

識だけでHiRDBの運用ができます。

HiRDB Control Managerと
JP1との連携

HiRDB Control Managerは、統合システム

図5-2 ● 将来のエンハンスも含めた、HiRDB Control Managerの全体像
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用管理支援も可能になります。

たとえば「JP1/Performance Management-

Agent for HiRDB」を利用することで、HiRDB

のリソースの容量やチューニング情報などをグ

ラフィカルかつリアルタイムに監視できます。具

体的には、バッファの状態、サーバプロセスの

状態、格納領域の状態を監視できます。また、

格納領域の空き容量が一定の容量を割り込ん

だときに自動的に電子メールを送信したり、コ

マンドを実行するといった対応ができます。こ

のようにシステムの稼働状況の監視を自動化す

ることで、システム管理者を常駐させる必要が

なくなり、運用コストを低減できます。

さらにJP1/Performance Managementのほかのエ

ージェント製品と組み合わせることで、HiRDBの状態

だけではなくOSやほかのサーバアプリケーションのパ

フォーマンスも監視することができます。たとえば、シス

テムの監視情報や稼働ログから、リソースの不足や性

能の劣化などリスクを予測できるようになり、トラブル

の発生を事前に防止する効果もあります（図5-4）。

JP1/VERITAS NetBackupとの連携

HiRDB Control Managerは、データのバックアップ/

リストアを行うJP1/VERITAS NetBackupと連携して

使うことも可能です。連携させることで、HiRDBのバ

ックアップおよびリストアの運用を柔軟にし、データの

保全に関わるシステム全体の運用コストを低減できま

す（図5-5）。具体的には、次のような利点があります。

1. 組織内のさまざまなデータとHiRDBのデータベー

スを一貫したポリシーでバックアップ/リストアでき

るので、データ保全の運用コストを削減できます。

2. JP1/VERITAS NetBackupは、大容量・高速な

LTOライブラリやDLTなど多くのバックアップ装置

をサポートしているので、運用の幅が広がります。

3. 直感的なGUIとスケジューリングによる運用の自動

化により、ユーザの負担を大幅に軽減できます。

4. HiRDBをインストールしていないホストの外部記憶

装置もネットワーク経由で利用できるので、高速・

大容量のバックアップ装置をシステム全体で共有で

きます。

5. オンライン業務を停止せずにバックアップを取得で

きます。

6. HiRDBサーバがNetBackupサーバと異なるOSで

あっても連携が可能です。

ストレージ内の
データベース格納位置の表示

データベースファイルは、ディスクアレイサブシステム

内の論理デバイスに格納されるまでに、OSからファイ

ルシステム層、論理ボリューム層、ストレージ装置内の
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図5-5 ● JP1/VERITAS NetBackup連携
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　　　があります。�
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図5-4 ● JP1/Performance Management連携
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階層など、多くの複雑な階層を通過してきます。その

ため、データベースが各階層でどのような状態になっ

ているか把握することが難しく、ディスクのレイアウトや

ディスクキャッシュ機能を操作して、データベースの性

能をチューニングすることは容易ではありません。

新製品のHiRDB Control Managerを使用すること

で、HiRDBの表およびインデクスが、SANRISE上のど

の論理デバイスに格納されているかをビジュアルで表

示できます。これにより性能上のボトルネックを素早く

特定でき、データレイアウトの最適化、バックアップ最適

化などの性能チューニングが容易になります。

＊　＊　＊

新たな運用支援製品HiRDB Control Managerによ

ってHiRDB Version 7は自律指向を強め、JP1と密に

連携することでシステム全体の統合運用も効率的に行

えるようになりました。将来的にも、こうした運用支援

機能群の強化は計画的に進められていく予定です。

HiRDBの徹底した自動化追求がもたらす、運用負担

の軽減。それは、人為的ミスの防止によるシステム運

用の安定化、そして作業負担減によるTCOの削減と

いった多大なメリットを生み出します。
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Webアプリケーションやオンライン業務システムなど

の開発で何よりも重要なのは、システムを迅速に完成

させること、そして、完成したシステムが高性能である

ことです。大規模システムを迅速に開発するためには、

そのような開発を支援する環境が必要です。データベ

ースを使わないWebアプリケーションやオンライン業

務は存在しないと言っても過言ではない現在では、と

りわけデータベースシステムの開発環境が重要です。

HiRDBは業界標準の技術や新しい技術を積極的に

取り入れたオープンなデータベースです。データベー

スアクセスのインタフェースは、もちろんODBCやJDBC

のような業界標準に準拠しています。そのほか、ADO

.NETなどの新しい規格へ

の対応やドライバ強化も行

い、アプリケーション開発を

迅速に行うことができます。

Java™やXMLともスムー

ズに連携しており、特にア

プリケーションサーバCos-

minexusとの連携は強力で

す。たとえば、Javaを用い

たアプリケーション開発で

はJBuilderとのオープンツ

ールも提供しており、アプ

リケーション開発効率を向上させることができます（図

6-1）。

Webアプリケーション開発支援

HiRDBは、JavaやXMLといったインターネットでよ

く使われる技術を使用するための機能を提供してい

ます。このため、最新のWebアプリケーションや外部

システムとデータを交換するシステムも、容易に構築で

きます。

6k e y w o r d

アプリケーション開発支援

図6-1 ●先進技術への対応
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1. UTF-8への対応

ビジネスの国際化に伴い、多国語対応が必要とさ

れるようになりました。HiRDBではUTF-8に対応

し、JDBCで多国語が混在したデータをデータベー

スに格納したり、検索できるようにしています。

2. 繰り返し列への対応

繰り返し列を使用した表に対しても、JDBCを使用

したアプリケーションからアクセスできるようになり

ました。繰り返し列を使うことで、非正規形のデー

タを扱う場合でも、効率よく格納・管理できます。

◎HiRDB Adapter for XML

HiRDB Adapter for XMLを使用すると、アプリケ

ーション側でXMLを解析したりSQLを記述したりする

ことなく、XML文書のタグ間テキストやタグの属性値

をデータベースにマッピングできます。XMLは単なる

HTMLの拡張ではなく、複雑なデータ構造を表現でき

るタグ付き言語です。HiRDB Adapter for XMLを使

用し、XMLとデータベースの情報を双方向に交換す

るためのマッピング定義を行うことで、DOMやSAXと

いったXMLパーサAPIやSQL操作APIを使うことな

く、簡単なAPIを利用して、データベースの内容を

XML形式で出力したり、XML文書の内容をデータベ

ースに格納したりするアプリケーションを開発できま

す。また、HiRDBのデータベース作成ユティリティと連

携して、XMLデータの一括インポートができます。

さらに、HiRDBは、XML専用DB（Yggdrasill Es-

Terra、Karearea、Tamino XML Server）と相互デー

タ連携を行うことが可能です。HiRDBでミッションクリ

ティカルな業務を行うと同時に、それと連携してXML

データの高速な検索などを行うこともできるのです。

SQLの強化

HiRDBでは、トリガ機能や、新しいデータ型の追加

などにより、SQLをさらに強化しています。

◎トリガ

データベースの表にデータを挿入したり、更新する

Javaについては、JSP、ServletやEJBのビジネスロ

ジックからHiRDBにアクセスする機能や、Javaストア

ドルーチン、Java埋め込みSQL（SQLJ）などの機能を

サポートしています。また、XML文書を使用したシス

テムを容易に開発できるようにするための機能も提供

しています。

◎Cosminexus連携

HiRDBは、Cosminexusと連携することにより、JSP

ServletやEJBのビジネスロジックからHiRDBにアクセ

スできるようになります。そして、この連携にJ2EEサー

バクラスタリングを組み合わせて高い拡張性と可用性

を実現することで、柔軟で信頼性の高いシステムを構

築できるようになります。

また、Cosminexusと連携することにより、COBOL

呼び出しBeansが自動生成できるため、Javaアプリケ

ーションからCOBOLアクセス用JavaBeansを介して、

既存のCOBOL資産を有効に活用できます。

◎SQLJ、Javaストアドプロシジャ、
JBuilder連携

HiRDBでは、Java言語による開発を容易にする多

くの機能をサポートしています。SQLJは、「ISO SQL

Part 10（SQL/OLB）」に準拠したSQL埋め込みJava

機能で、Javaプログラム中にSQL文を直接記述できる

ようにします。また、HiRDBでは、ストアドプロシジャ

およびストアドファンクションをJavaでも記述できます。

Javaストアドプロシジャでは、Javaで記述した複雑で

高度なビジネスロジックをサーバ側で実行することで通

信回数を減らし、処理速度を向上させます。さらに、

Java言語に対応した開発環境であるJBuilderを利用

することで、ストアドルーチンの登録などの運用操作を

ウィザード形式で行うことができます。

◎JDBCドライバの強化

Webアプリケーションを利用したシステム開発では、

Java言語が使われることが多くなってきました。Java

言語を用いたプログラムがデータベースにアクセスす

る際に使うのがJDBCです。HiRDBでは、次のように

JDBCドライバを強化しています。
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ときに、その表のデータだけを単独に処理するだけで

なく、関連した別の表にもデータの更新を行わなけれ

ばならないことがあります。一般的には、このような処

理は関連した表を同時に更新する処理を、表データの

挿入や更新を行うデータベース更新プログラムに組み

込みます。しかし、データ間の関連が複雑な場合、同

じ処理を複数のプログラムに組み込まねばならず、ア

プリケーションの作成に大きな負担がかかります。同

時に、プログラムに不具合が生じる可能性が増し、デ

ータベースの整合性の問題が起きる危険もあります。

HiRDBでは、データベースの特定の表データへの

挿入や更新、削除といった操作が発生すると、自動的

にSQL文が実行される「トリガ」をサポートしています。

トリガを使用するには、トリガを設定する表、トリガを

動作させる契機となるSQL、自動的に実行させるSQL

などをCREATE TRIGGER文であらかじめ定義して

おきます。

たとえば、商品管理表の価格が更新された場合、変

更前に比べ変更後の価格上昇が10,000円を超えると

き、商品管理履歴表に更新前後の価格を挿入するトリ

ガの定義は次のようになります。

CREATE TRIGGER TR1 …トリガ名

AFTER …トリガ動作の実行時期

UPDATE OF 価格 …トリガ動作の実行契機

ON 商品管理表 …トリガを定義する表

REFERENCING OLD ROW AS X1 …更新前の行に指定する名称

NEW ROW AS Y1 …更新後の行に指定する名称

FOR EACH ROW …行単位か文単位かの種別

WHEN(Y1.価格 - X1.価格 > 10000) …トリガ動作の探索条件

INSERT INTO 商品管理履歴表 VALUES …トリガSQL文

(X1.品番, X1.価格, Y1.価格)

このときのトリガの動作は、図6-2のようになります。

このように、トリガを定義した表に対して契機となる

SQLが実行されると、あらかじめ定義しておいたSQL

が自動的に実行されます。トリガを使うことで、アプリ

ケーションプログラムの開発が容易となり、また、デー

タベースの整合性に関する処理の問題を軽減すること

もできます。

◎ 新しいデータ型
（BINARY型、TIMESTAMP型）

● BINARY型

HiRDBは、BINARY型のデータ定義をサポートし

ているので、比較的小さなサイズから大きなサイズ

のバイナリデータを容易に扱えます。このBINA-

RY型は、BLOB型と比べて格納するデータの長さ

の差が大きい場合でも格納効率が良く、また、専用

のRDエリア（データベース格納領域）も必要としま

せん。BINARY型を使用することで、ディスクリソ

ースの削減、システムの運用性やアクセス性能の向

上が図れます。

● TIMESTAMP型

多くのアプリケーションは、日付と時間を利用した

処理を行います。しかし、これまでは日付はDATE

型、時間はTIME型というように別々に定義されて

おり、日時の比較が面倒でした。HiRDBでは、新

たにTIMESTAMP型をサポートし、DATE型と

TIME型を組み合わせたデータ定義を可能にして

います。これにより、アプリケーションによる日時の

比較処理を効率的に行えるようになりました。

大量のデータ操作を支援する機能

大規模システムのアプリケーションを開発する場合、

大量のデータを高速に操作できるよう、処理性能を考

慮した設計が重要となります。HiRDBには、ブロック

転送、配列処理によるクライアント－サーバ間の通信回

数低減など、大量データの操作を支援する強力な機能

が用意されています。
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図6-2 ● トリガの概要
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◎列数の多い表でも処理性能を確保する
「行インタフェース」

RDBMSでデータを操作する場合、列単位の操作、

つまり列インタフェースが基本となります。HiRDBでは

最大30,000の列数を持つことができ、基幹データベー

スからきわめて大規模なデータウェアハウスまで、幅広

く対応できます。

列数が非常に多い表に対しては、列数に依存しな

い安定した性能を維持できる行インタフェースを利用

することが可能です。

◎繰り返し列といった非正規形データを
効率的に管理する

繰り返し列とは、1行中の1つの列に複数の値を格

納できる可変要素数の配列のことです。この繰り返し

列を使うことで、従属するデータ数が定まらない非正

規形のデータの場合でも自然な構造で効率よく格納や

管理ができ、それにより、表数を削減して検索時の結

合を回避したり、行数を削減して行単位のオーバーヘ

ッドを回避できるようになります。

◎ブロック転送

サーバで1行ヒットするたびにクライアントに転送す

る方式では、ヒットした行数だけクライアントとサーバ

の間の通信が発生して非効率です。HiRDBでは、

HiRDBサーバからHiRDBクライアントに任意の行単位

でデータを転送するブロック転送機能をサポートして

おり、一度に転送する行数を多くすることで通信回数

を削減し、トータルとしての検索時間を短縮できます。

◎配列フェッチ機能

HiRDBでは、FETCH文のINTO句などで指定する

埋め込み変数に対し、配列型の変数を指定することが

できます。1回のFETCH文の実行で複数行の結果を

取得できるので、HiRDBクライアントからHiRDBサー

バにアクセスして大量のデータを検索する場合に非常

に有効です。

◎配列INSERT機能

これまで、大量のデータをデータベースに追加する

場合でも、データを1件追加するごとにSQL文を実行

するのが一般的でした。大量のデータをデータベース

に追加するような場合には、この方法では多くのSQL

文を実行する必要があり、処理が非効率的です。

HiRDBでは、配列INSERT機能を使って配列変数

を指定し、1回のSQL文の実行で複数行のデータをデ

ータベースに挿入できます。これにより、通信回数を

削減でき、データの挿入処理を大幅に効率化できます。

特にバッチ処理などで、大量のデータを挿入する際に、

配列INSERT機能を利用すると効果的です。

＊　＊　＊

最新の業界標準インタフェースに準拠し、柔軟なア

プリケーション開発環境を提供しているHiRDB Ver-

sion 7。さらに、アプリケーションサーバとの高い親和

性や大量データ操作のための豊富な支援機能によっ

て、高性能なアプリケーションをスピーディに開発する

ことが可能となります。

それは、迅速なサービスの立ち上げによるビジネス

チャンスの拡大、そして開発者の負担軽減、ひいては

業務の改善による利益拡大など、多大なメリットにつ

ながるのです。

7k e y w o r d

データ活用

HiRDB Version 7は、小規模なシステムから、エク

ストラ・データウェアハウスのような非常に大規模なシス

テムまで、幅広い業務の開発や運用をサポートします。

HiRDBは、こうしたさまざまな規模・種類のデータを有
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効に活用する上で欠かせない高度な検索機能を備

え、データ活用の可能性を大幅に広げます。

データウェアハウスに最適なHiRDB

膨大な量のデータが蓄積され、複雑な検索処理を

大量に行うようなデータウェアハウスでは、検索の高速

性やほかのデータベースシステムとの統合などの機能

が求められます。従来、そのような外部データベース

との情報共有化や異種データ統合の作業を経てデー

タウェアハウスを構築するには、大がかりなシステム開

発が必要でした。

HiRDBでは、ほかのRDBMSが管理するデータベ

ースを統合してHiRDBの表のように扱えるようにする

データベースHub機能や、DataStage XEとの連携に

よってさまざまなデータを変換・統合する機能を備えて

いるため、プログラミングレスで短期間にデータウェア

ハウスを構築できます。また、これらの機能によって、

メインフレームやOracleなどを使用した既存システム

との親和性・接続性が確保され、散在するデータの所

在やインタフェースの違いを意識することなく、鮮度の

高い情報をリアルタイムに活用できます（図7-1）。

◎DataStage XEとの連携による
データウェアハウス構築

データウェアハウスを構築するには、多種多様なデー

タを収集し、データの統合を図らなければなりません。

しかも、データは、異なる種類のRDBMSで作成され
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図7-1 ● 散在した情報の共有とタイムリーな活用

新サービス�

新システム�

新システム�

メインフレーム�

IBM DB2

連携�

収集�

活用�

コールセンタ�

新システム�

外部表�
マッピング定義�

データHub

DataStorage�

分析�

新サービス�

HITSENSER5�

Datareplicator�
契約マスタDB

XDM/RD

取引履歴DB

Oracle

顧客分析DB

本社�

支社�

支社�

外部表�

たデータベースや固定幅のシーケンシャルファイル、

Microsoft Excelなどで作成したファイルなど、多岐に

わたる形式で格納されています。そのため、実際に、

これらのデータを統合して、有効な分析結果を得るた

めには膨大な労力を要します。

この作業に有効なソフトウェアが「DataStage XE」

です。HiRDBは、DataStage XEと連携し、短時間の

うちに、さまざまなソースからのデータを収集して変換、

統合できます。スピーディかつローコストで、ハイクオリ

ティなデータウェアハウスを構築することが可能なので

す。

◎データベースHub機能

企業情報システムでは業務や部門ごとに、さまざま

な情報が複数のデータベースシステムで管理されてい

ることは珍しくありません。このような中で、企業情報

システムに求められているのは、全社にまたがって点

在するデータの有効活用です。

HiRDB Version 7では、HiRDB External Data

AccessやHiRDB External Data Access Adapterと

連携して、ほかのデータベースシステム（HiRDB、

XDM/RD、DB2、Oracleなど）が管理する表を統合し、

すべてをHiRDBの表のように見せるためのデータベ

ースHub機能が利用できます。この機能により、異な

るRDBMSのデータベースの表をHiRDBの1つの表

とみなすことができ、参照および更新を行うことが可

能となります。

また、アプリケーション開発の際にはDBMSの種類

やAPIを意識することなく、HiRDBのAPIだけを使用

して開発できるので、異なる部門のデータベースを統
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合し、全社の情報資産を有効活用する情報システムを

効率的に構築できます（図7-2）。

◎HITSENSER5との連携による
多次元データ分析

データウェアハウスでは、膨大に蓄積されたデータを

さまざまな視点から分析する必要があります。HiRDB

は、多次元データ分析ツールであるHITSENSER5と

連携できます。HITSENSER5は、蓄積された膨大な

データをさまざまな視点で分析できるので、売上日報

のような帳票イメージの集計から、高度な分析業務に

至るまで、多様な業務で活用できます。使い勝手のよ

いフロントエンドを用いてさまざまな分析を行ったり、

ノンプログラミングで複雑なデータ分析を実施できます

（図7-3）。

デジタルコンテンツ管理と
高度な検索機能

インターネットビジネスやブロードバンド通信技術の発

展により、マルチメディアコンテンツを扱う場面は増えて

きています。HiRDBでは、それらのマルチメディアデー

タを管理するコンテンツ管理機能が充実しています。

◎HiRDBのデジタルコンテンツ管理

HiRDBには、テキストおよび数値データのみならず、

画像・映像といったマルチメディアデータも一元的に管

理できます。HiRDBは、デジタルコンテンツ管理にも威

力を発揮する、次のような特長があります。

1. 内部組み込み型のプラグイン構造を採用

画像、映像、地図、文書などのデータの定義情報

とデータを操作する機能をプラグインとして提供し、

機能を拡張できます。

2. プラグインによる機能拡張により、既存システムへ

容易にデジタルコンテンツを追加

データの種類の増加に応じてプラグインを追加し、

データ構造を意識することなく、機能を容易に拡張

していくことができます。

3. SQL文を使って自由度の高い空間検索が可能

空間検索を支援する多くの関数を利用し、SQL文

による自由度の高い空間検索ができます。

4. 高度な並列処理と運用性を継承

ミッションクリティカルな基幹系システムのために開

発されたHiRDBの高度な機能をデジタルコンテン

ツの管理でも継承できます。

◎HiRDB Universal Serverへの進化と
プラグインによる機能拡張

HiRDBは、HiRDB Object Optionを追加すること

でORDB（オブジェクト指向リレーショナルデータベー

ス）であるHiRDB Universal Serverへと進化します。

そして、映像、画像、地図、文書などのデータの定義

情報とデータを操作するための「プラグイン」を利用す

ることで、「高速な全文検索」や「概念検索」、そして、

「空間検索」までも可能になります（次ページ図7-4）。

文書管理

ビジネスで重要なことは、文書を電子化することで

図7-2 ● データベースHub機能
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はなく、電子化した文書を有効活用することです。し

かし、これまでのデータベースで使われてきた単語辞

書を使った日本語検索エンジンでは、辞書にない単語

を見つけられなかったり、類語の検索ができないとい

った問題がありました。

HiRDBでは、辞書を使わない高速全文検索機能や

自然文をもとに検索する概念検索機能を利用すること

ができるため、もれのない精度の高い検索が可能です。

さらにHiRDBでは、構造化文書のSGMLやXMLも検

索対象とすることができます。「HiRDB Text Search

Plug-in」は、構造化文書を扱うための抽象データ型

（SGMLTEXT型）を提供しており、構造化文書に含ま

れるテキスト情報に加えて、タグで規則付けられた意

味や構造を利用した検索が可能です。

◎高速な全文検索を実現する
インクリメンタルn-gramインデクス方式

従来の日本語検索エンジンでは、文章の形態素解析

を行い、単語をキーワードとした検索方法が主に使わ

れていました。しかし、この方法では単語の情報が格

納された辞書を使うことになるため、辞書にない単語

は容易に検索できないという問題がありました。

HiRDBでは「HiRDB Text Search Plug-in」を追加

することで、「インクリメンタルn-gramインデクス方式」の

全文検索が可能となります。この方式を用いれば、辞

書を使わず「文書中に存在するn文字の文字列そのも

の」をインデクスにできます。この結果、どのような単語

でも検索できるようになります。この方式は、検索スピ

ードが遅い文字列に対してだけインデクスの長さを拡

張するインクリメンタル方式なので、従来の「n-gramイ

ンデクス方式」の欠点であった低速性の問題も解決さ

れています。

◎概念検索をサポートするHiRDB

データ検索するときには、指定した単語そのもので

はなく、指定した単語と類似した単語も検索したいこ

とがあります。これまで、このような検索では、類似し

た単語を並べてOR検索するのが一般的でした。

「HiRDB Text Search Plug-in」を使うと、自然文で

指定した概念と類似した内容の文章を検索する「概念

検索」が可能になります。指定した単語と関係深いと

思われる文書が自動的に検索できるので、適切なキー

ワードを思いつかない場合でも最適な検索ができるよ

うになります。また、HiRDB Text Search Plug-inは、

辞書のメンテナンスをしなくても、概念検索の結果に対

して検索者が行う「適」「不適」の評価に応じて、検索

精度を高めていく学習機能も備えています。

HiRDBの地図情報システム（GIS）
への展開

HiRDBは、画像、映像、地図などの複雑な構造を

持つ情報を高速に処理します。このようなデジタルコン

テンツ管理を得意とするHiRDBは、GISを使ったビジ

ネス展開も強力にサポートします。

地図情報と住所や店舗案内などの地図とを連携さ

せて、一元管理する技術をGIS（Geographic Informa-

tion System）と呼びます。GISを使えば、新店舗を出

店する際に、地域の年代別人口分布などを検証し、新
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図7-4 ● プラグインによる容易な機能拡張
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店舗の集客能力をシミュレーションできます。また、エ

リアマーケティングでは、エリアの特性を詳細に分析し

て営業マンの担当地域を区分けすることが可能となり

ます。そして、このGISにGPS（Global Positioning

System：通信衛星などを使って位置情報を入手する

システム）を組み合わせることで新しいサービスも生ま

れてきています。

◎HiRDBで可能な空間検索と複合検索の例

空間検索の一例が、位置指定検索です。たとえば、

「HiRDB Special Search Plug-in」を追加したHiRDB

とGPSを連携させることで、「自分が今いる場所から一

番近いイタリアンレストラン」といった条件で検索し、画

面に地図表示することができます。

地図データを異なるデータベースと同時に利用した

複合条件検索も可能です。たとえば、「駅から1km以

内にあって、コンビニエンスストアが200m以内にある

マンション」を検索して地図上にマンション名などの属

性情報と一緒に表示できます。あるいは、地図上に指

定した範囲の世帯人数平均を、GISの統計情報から抜

き出して計算するといったことも可能です（図7-5）。

◎Open GISから世界初の認証を受けたHiRDB

HiRDBでは、自由な空間検索ができます。これは、

HiRDBが空間データを高速処理可能な形式で格納し

ているためです。HiRDBが採用しているのは、SFS

BG（Binary Geometry）タイプと呼ばれるデータの表現

方法です。これは、地図情報システムの標準化団体の

ひとつである米国Open GISコンソーシアムが定めた3

種類の空間データフォーマットのうち、最も高速なデー

タ処理が可能なタイプです。HiRDBは、SFS BGタイ

プとしては世界初のOpen GISコンソーシアム認定製品

となっています（図7-6）。

◎SFS BGタイプの特徴

空間データをデータベースに格納する場合、従来は

空間を数値化しなければならなかったり、ベンダー独

自のフォーマットに変換しなければなりませんでした。

しかし、SFS BGタイプで空間データを格納すると、そ

のような変換は行われず、図形としてダイレクトにアクセ

スができるようになります。このため、転送するデータ

量も少なくなり、パフォーマンスが向上します。しかも、

HiRDBはOpen GISに準拠しているため、WKB（Well

Known Binary）フォーマットで出力でき、オープンで

拡張性の高いアプリケーション開発ができるのです。

＊　＊　＊

HiRDB Version 7では、データウェアハウスに蓄積

された膨大な情報を、多次元データ分析によって意思

決定に役立てたり、企業内に散在するさまざまなデジ

タルコンテンツを管理し、有効に活用できます。HiRDB

は、これらを容易に実現可能とするためのデータ活用

基盤を大幅に強化します。

幅広いデータに対応し、高度な検索機能を備えた

HiRDBなら、データを管理するだけではなく、戦略的

にビジネスに役立てていくことが可能となるのです。
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図7-5 ● 空間検索（複合検索）の使用例
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■HiRDB High Availability

障害が発生した場合に、前提としてクラスタソフトウェ

アであるHAモニタが必要です。HAモニタ以外のク

ラスタソフトウェアを使用する場合、加えてHitachi HA

Toolkit Extensionが必要です。

■HiRDB Advanced High Availability

HiRDB High Availabilityに、スタンバイレス型系切り

替え機能、オンラインでのシステム構成変更機能を追

加した製品です。前提としてHAモニタが必要です。

もしくは、MC/ServiceGuard、VERITAS Cluster

Server、Microsoft Cluster Serverの場合は、Hitachi

HA Toolkit Extensionと併用することにより、当該機

能を使用できるようになります。

■HiRDB Advanced Partitioning Option

従来の表分割機能に、マトリクス分割機能などを加え

たオプション製品です。

■HiRDB LDAP Option

Sun™ ONE Directory Serverと連携し、HiRDBに接

続するユーザを統一的に管理するためのオプション製

品です。

■HiRDB/Run Time、HiRDB/Developer's Kit

HiRDB/Run Timeは、UAPの実行に必要なライブラ

リを含んだ製品です。Windows®版のクライアント製品

には、JDBCドライバ、ODBCドライバ、OLE DBプロ

製品/サービス体系
Outline

HiRDB Version 7は、高い信頼性でノンストップサービスを支援し、

スケーラブルなシステムを構築するために、多数の製品、オプション、プラグインを提供しています。

HiRDBを導入する際には、システムの設計・構築やオンサイトでの問題解決支援などに

柔軟に対応するサービスメニューも用意されています。

また、データベース利用技術の発展に貢献するため、教育機関における研究・教育活動を支援する

「日立HiRDBアカデミック支援プログラム」を行っています。

HiRDB Version 7基盤製品

■HiRDB/Single Server、HiRDB/Parallel Server

HiRDBのデータベースサーバ製品。1台のサーバで

HiRDBシステムを構築するHiRDB/Single Serverと、

複数のサーバで並列処理するHiRDB/Parallel Ser-

verの2種類があります。

■HiRDB on XDM

メインフレーム上で高性能・高信頼性を発揮し、豊富

な実績があるXDM/RD E2をオープンな環境から活

用できるように機能強化した製品で、HiRDBシリーズ

のハイエンドに位置するサーバ製品です。

■HiRDB Object Option

HiRDBをオブジェクトリレーショナルデータベースに拡

張する製品で、デジタルコンテンツなど複雑なデータを

扱うのに適しています。HiRDBがサポートしているプ

ラグインを使用する場合は前提製品となります。

■HiRDB Staticizer Option

インナレプリカ機能、データベース静止化機能、オンラ

イン再編成機能などを使用するために必要なオプショ

ン製品です。ハードウェアミラー方式、またはソフトウ

ェアミラー方式のいずれかのミラーリング機能があるこ

とが前提となります。
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バイダが含まれ、ADOインタフェースも利用できます。

UNIX版のクライアント製品には、JDBCドライバだけ

含まれます。

HiRDB/Developer's Kitは、HiRDB/Run Timeに加

えて、UAPの開発に必要なプリプロセッサとJavaスト

アドルーチンの配布支援ウィザード（JBuilderアドイン）

を含んだ製品です。UAPの開発言語には、C、C++、

COBOL85、COBOL2002、OOCOBOL、Java™を利用

できます。HiRDBサーバ製品には、HiRDB/Devel-

oper's Kitが含まれます。

■VOS3版HiRDB/Developer's Kit

UNIX上のHiRDBサーバにアクセスするUAPを、

VOS3で開発して実行するために必要なプリプロセッ

サとライブラリを含んだ製品です。開発言語として

COBOLをサポートしています。

■Linux for AP8000版HiRDB/Developer's Kit

UNIXやLinux上のHiRDBサーバにアクセスするアプ

リケーションプログラムを、Linux for AP8000上で開

発・実行するために必要なライブラリやプリプロセッサ

などを含んだ製品です。開発言語として、C/C++言語

をサポートしています。

■HiRDB Control Manager

HiRDBのリソース管理、状態解析、自動運転などを統

合GUI環境で実行するための製品で、JP1との連携も

可能です。次の3つの製品で構成されます。

・HiRDB Control Manager - Server

・HiRDB Control Manager - Console

・HiRDB Control Manager - Agent

■HiRDB Assist - Server、HiRDB Assist - Client

PCのGUI環境でデータベースのバックアップ、ログの

操作、状態表示などHiRDBサーバを運用するための

製品です。

■HiRDB SQL Executer

HiRDBに接続したWS、PCから、対話形式でHiRDB

にアクセスするための製品です。

■HiRDB Access Path Browser

アプリケーションプログラムから発行するSQLに対し

て、アクセスパス情報やSQLトレース情報を画面表示

することにより、チューニングを支援する製品です。

■HiRDB Adapter for XML

XMLデータをHiRDBデータベースに入出力できるよ

うにした製品です。Standard EditionとEnterprise

Editionがあります。

■HiRDB External Data Access、HiRDB External 
Data Access Adapter

HiRDB、XDM/RD E2、DB2、Oracleなどさまざまな

DBMSで管理されている表をHiRDBの表としてアプ

リケーションに見せる機能（データベースHub機能）を

使用できるようにするための製品です。

■HiRDB Dataextractor

XDM、ADM、PDMⅡ、Oracle 8i、HiRDBなどから

データベース全体を一括抽出し、リモート側のHiRDB

に格納するための製品です。

■HiRDB Datareplicator

XDMやHiRDBなどのデータベースの更新内容を逐

次読み出し、リモート側のHiRDBに反映するための製

品です。

デジタルコンテンツ管理製品

■HiRDB Text Search Plug-in

日本語を全文検索する機能を提供するプラグインです。

■HiRDB Spatial Search Plug-in

地図情報のような2次元空間データを格納、検索する

機能を提供する製品です。

■HiRDB Image Search Plug-in

画像の色や形状から画像の特徴量を抽出したり、特徴

量から類似画像の検索を可能にする製品です。
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■Image Database Access

画像管理システムを構築するために必要なデジタルコ

ンテンツ入出力ユティリティ、DBアクセス、検索用の

CORBAオブジェクト、画像検索用のサンプルテンプレ

ートなどを提供する製品です。

JP1連携製品

■JP1/VERITAS NetBackup BS v4.5 Agent for 
HiRDB License、JP1/VERITAS NetBackup v4.5
Agent for HiRDB License

HiRDBが管理するデータベースのバックアップおよび

リストアを、JP1/VERITAS NetBackupと連携して行

えるようにするオプション製品です。

■JP1/Performance Management - Agent for 
HiRDB

HiRDBのリソース容量やパフォーマンス情報などを収

集・監視して、稼働状況の監視を自動化するJP1/Per-

formance Managementのエージェント製品です。

サービス

■ソフトウェアサポートサービス

「問題解決の支援/Q&A」「改良版の提供」「情報の提

供」の基本サービスをはじめ、サポートをさらに充実・

強化するオプショナル商品を提供しています。

■HiRDBテクニカルサポートサービス

HiRDBを使用した高信頼、高可用なシステムの構築の

支援、およびHiRDBシステムの教育プログラムを用意

しています。

■ミッションクリティカルシステム対応サポートサービス

ミッションクリティカルなシステムにおいて、オンサイトで

の問題解決やデータベース修復など、ノンストップで稼

働するシステムの運用を高度かつ迅速に支援します。

■HiRDBソリューションサービス

高品質で効率的なプラットフォームシステムの設計・構

HiRDB/Single Server

HiRDB/Parallel Server

HiRDB on XDM※2

HiRDB Control Manager - Server

HiRDB Control Manager - Console

HiRDB Control Manager - Agent

HiRDB Assist - Server

HiRDB Assist - Client

HiRDB SQL Executer

HiRDB Access Path Browser

HiRDB Version 7基盤製品�

データベースサーバ製品�

JP1/VERITAS NetBackup BS v4.5 Agent for HiRDB License

JP1/VERITAS NetBackup v4.5 Agent for HiRDB License

JP1/Performance Management - Agent for HiRDB

JP1連携製品�

HiRDB/Run Time

HiRDB/Developer's Kit

クライアント製品�

運用支援製品�

HiRDB Text Search Plug-in

HiRDB Spatial Search Plug-in

HiRDB Image Search Plug-in

Image Database Access

デジタルコンテンツ管理製品�

HiRDB External Data Access

HiRDB Dataextractor

HiRDB Datareplicator

データ連携製品�

HiRDB Object Option

HiRDB Staticizer Option

HiRDB High Availability

HiRDB Advanced High Availability

HiRDB Advanced Partitioning Option

HiRDB LDAP Option

サーバオプション製品�

ソフトウェアサポートサービス�

HiRDBテクニカルサポートサービス�

ミッションクリティカルシステム対応サポートサービス�

HiRDBソリューションサービス�

研修サービス�

サービス�

HiRDB Universal Server ※1

HiRDB Adapter for XML�
　－ Standard Edition�
　－ Enterprise Edition

HiRDB External Data Access Adapter�
　－ DB2用�
　－ Oracle用�

HiRDB Version 7製品体系

※1 HiRDB Universal Serverは、HiRDBサーバ、HiRDB Object Option、および

デジタルコンテンツを管理する関連製品の総称です。

※2 HiRDBとの共通API機能をサポートした、XDM/RD E2、XDM/Library for

HiRDBなどの関連ソフトウェアの総称名です。

HiRDB_7p30-33.qxd  03.6.26 16:02  ページ 32



築を実施するソリューションサービスです。

■研修サービス

HiRDBの特長や機能などHiRDBの概要を理解するた

めの研修や、マシン実習を通してHiRDBシステムの構

築方法を習得できる研修などがあります。

日立HiRDBアカデミック支援プログラム

教員、学生の方を対象とした特別なプログラムです。

大学などの教育機関における研究・教育支援を目的

に、次の2つのプログラムを実施しています。
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■「HiRDB」貸し出しによるデータベース利用技術の
研究支援

大学などの教育機関における教育または非営利目的

の研究のために、「HiRDB」および関連製品（XML連

携製品、日本語文書全文検索製品など）を利用できま

す。

■インターンシップ

日立のインターンシップにより、ソフトウェア事業部の

「HiRDB」開発部門でデータベース開発現場を体験で

きます。

商標表記

・JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは、米国及びその他の国における米国Sun Microsystems, Inc.の商標または登録

商標です。

・CORBAは、Object Management Groupが提唱する分散処理環境アーキテクチャの名称です。

・DB2は、米国における米国International Business Machines Corporationの登録商標です。

・ORACLEは、ORACLE Corporationの登録商標です。

・JBuilderは、Borland Software Corporationの米国及びその他の国における商標です。

・Linuxは、Linus Torvaldsの米国及びその他の国における登録商標あるいは商標です。

・UNIXは、X/Open Company Limitedが独占的にライセンスしている米国ならびに他の国における登録商標です。

・VERITASは、米国VERITAS Software Corporationの登録商標です。

・WebLogicは、BEA Systems, Inc.の登録商標です

・ODBCは、米国Microsoft Corporationが提唱するデータベースアクセス機構です。

・Windowsは、米国及びその他の国における米国Microsoft Corporationの登録商標です。

・OLEは、米国Microsoft Corporationが開発したソフトウェア名称です。OLEは、Object Linking and Embeddingの略です。

その他記載の会社名、製品名は、それぞれの会社の商標もしくは登録商標です。

この小冊子に記載されている製品仕様は改良のために変更することがあります。
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